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過去17年間、受検倍率は約２倍前後で推移している

受験生全体の平均点を取ることが大事
といえる

2022年度 数学の平均49.1点



以下の問題番号に○をつけましょう

• 問1、問2、問3、問4
• 問1
• 問1 ①～⑦

１

２

３

正解率 70%～90% の問題
合計 35点 平均約49.1点



以下の問題番号に△をつけましょう

• 問5、問6
• 問2
１

２ 正解率
50%～70%
の問題 合計31点

正解率50%～90%
の合計 66点 平均約49.1点



合否を分けた問題その１

正しく解けなくても答えが出てしまったかもしれない
問題 ←正しく解こうとして時間がかかるかも・・・



合否を分けた問題その２

易しい条件から少しずつ取り組め
ば良かった問題



合否を分けた問題その３

勝手な解き方を封じ
る記述問題



以下の問題番号に□をつけましょう

• 問2(2)
• 問2、問3
• 問1

２

正解率 15%～45% の問題
合計 84点

４

３

← 等積変形（頻出）

← 3平方、相似

← 3平方



○ 基本的な力を問う問題
誰でも正解が出せる問題

△ 直感、実験、論理的
思考力が問われる問題

高度な思考力と
計算力が問われる問題

合格ライン

まとめ

2023年度入試問題の特徴
正答率のバラつきが少なく、高得点が目指せる問題

といえる

←正答率10%未満
の問題が15点分

目標ライン

□計算力
を問う問題



○ 基本的な力を問う問題
誰でも正解が出せる問題

△ 条件を別の表現に
言い換えていく問題

□計算力を問
う問題

× 高度な思考力と
計算力が問われる問題

合格ライン

2022年度の入試

2022年度入試の特徴
正答率のバラつきが大きく、難問の割合が高かった

といえる

←正答率10%未満
の問題が29点分

目標ライン



2022年度 と 2023年度の比較

問題の難易度が変わっても

合格ラインは変わらない

○ 基本的な力を問う問題
誰でも正解が出せる問題

△ 条件を別の表現に
言い換えていく問題

□計算力を問
う問題

合格ライン

目標ライン

○ 基本的な力を問う問題
誰でも正解が出せる問題

△ 直感、実験、論理的思
考力が問われる問題

合格ライン

目標ライン

2022年度入試 2023年度入試

□計算力が
問われる問題


